








【 配置図 】 S=1：600

3つのガーデンと多様なデッキテラスの設置
3つの特性が異なる庭園により緑豊かで自然に人が交流できる環境を整備します。法面は在来種を中心とし
た草花、低木、地被植物を植えます。また、屋根付の様々な木製デッキテラスを設置して多様な居場所を
つくります。

レストラン
道路から目の付きや
すい場所に配置。

スパ
宿泊、日帰りの両方
の利用に対応した位
置。

メイン通路
通路幅4ｍのメイン通
路を設け、サービス
やメンテナンス車両
の通行にも利用(カー
ト、自動車など)。

コリドー
(屋根付)

屋根付の幅1.5ｍで、
宿泊者の移動やカー
トによる送迎、サー
ビスに利用。

駐車場・駐輪場
歩車分離により
安全性を確保。

ロビーショップ
民家、住宅を避けた位置。

ゲート
キャノピー
・東御市の魅力を
壁面に掲示

・イベント時の
出店スペース

周囲に溶け込む施設設計
低層化、分棟・分節化し、豊かな自然に溶け込み、圧迫感のない環境をつ
くります。敷地の高低差を活かした配置とすることで眺望が確保できます。

２つのエリアを結ぶグリーンガーデンと多目的ホール
敷地を宿泊エリアと日帰り訪問エリアに分けて、その中心に広大なグリーンガーデン
と多目的ホールを設け、自然に市民の交流が活発化する配置とします。

宿泊エリア(ホテル棟・プレミアムヴィラ)
客室全てを南面させ、開けた景観を望める配置とします。ホテル棟はコリドーによって緩く繋がりを持たせ、スパ
やレストランへと誘います。プレミアムヴィラは敷地の奥とし、個別のアプローチとすることでプライベート感の
ある計画とします。

ビンヤード
ガーデン

ロビーから宿泊エリアへ向
かう間にビンヤードガーデ
ンを通る演出。

プレミアム
ヴィラ

各ヴィラに専用の広い庭を
設け、プライベート感を持
たせる。

展望デッキ
180°の視界が広がる
敷地最南端に配置。
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現時点でのイメージです。

▼ 今後の詳細設計で変更となる場合があります。
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